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　６月１２日（金）にしかわ保育園
の年長そら組が、ネイチャーセン
ター春の散策へ行ってきました。
　豪雪にも負けない新緑のブナの
木に登り、元気に楽しむことがで
きました。

※上記二次元コードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。
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申
し
込
み
は
、寒
河
江
市
の
タ

ク
シ
ー
会
社
お
よ
び
自
動
車
学

校
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
か
ら

現
段
階
で
は
3
日
前
と
考
え
て

い
ま
す
が
、今
後
の
実
証
事
業
の

中
で
事
業
者
と
調
整
し
決
定
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
事
業

「
の
っ
て
あ
べ
」
の
料
金

は
3
0
0
円
で
す
が
、
寒

河
江
市
ま
で
の
料
金
は
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
は
、
当
日

で
も
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
民
税
務
課

町
内
の
利
用
料
金
に
加
え
、

寒
河
江
市
ま
で
ご
利
用
の
場
合

は
5
0
0
円（
片
道
）と
な
り
ま

す
。

職
員
研
修
費

第
三
者
委
員
会
の
改
善
策

に
町
長
個
人
へ
の
研
修
を

実
施
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま

す
が
、
研
修
実
施
予
定
は
あ
り

ま
す
か
。

総
務
課

職
員
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
相
乗
効
果
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
さ
ら
に
予
算
獲
得

が
必
要
と
な
る
の
で
、
町
長
個

人
研
修
の
実
施
予
定
は
計
画
し

て
い
ま
せ
ん
。

西
川
小
屋
根
工
事

西
川
小
学
校
の
屋
根
防
水

改
良
工
事
は
当
初
予
算
で

も
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

別
の
箇
所
の
補
修
な
の
か
、
そ

れ
と
も
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ

る
追
加
補
修
予
算
に
よ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

ま
な
ぶ
課

西
川
小
学
校
体
育
館
屋
根

補
修
改
善
防
水
工
事
の
ほ
か
中

高
学
年
教
室
と
図
書
館
な
ど

3
ヵ
所
の
修
繕
工
事
で
、
物
価

高
騰
に
よ
る
追
加
補
正
予
算
で

す
。

問

問

問

答

答

答

令和8年
第 2 回
定 例 会

▲

西
川
小
学
校

さらに便利にさらに便利に
「のってあべプラス」「のってあべプラス」

　

令
和
８
年
第
2
回
定
例
会
が
、
6

月
8
日
か
ら
12
日
ま
で
の
5
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら

は
人
事
案
２
件
、
報
告
事
案
3
件
、

一
般
議
案
4
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
7
人
の
議
員

が
9
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
請

願
は
１
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
で

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
を

可
決
し
ま
し
た
。

議案番号 件　名 議案の主な内容
同意第 3 号 西川町副町長の選任 柴田知弘さん（睦合）を選任する。

同意第 4 号 西川町町有林運営委員の選任
令和 8 年 9 月2日をもって任期満了となるので、佐
藤安広さん（入間）を再任、松田昌一さん（吉川）
の後任として、横山 修さん（睦合）を新たに任命する。

議第 29 号 財産（路線バス車両）の購入 路線バスを 1463 万円で購入する。

議第 30 号 財産（福祉バス車両）の購入 福祉バスを 1441 万円で購入する。

報告第 4 号 第 20 期株式会社米月山の経営状況の
報告 ※詳細は７ページをご覧ください。

報告第 5 号 第 35 期西川町総合開発株式会社の
経営状況の報告 ※詳細は７ページをご覧ください。

発議第 2 号 議会活性化特別委員会の設置 議会の活性化について、調査・検討するため特
別委員会を設置する。

請願第 1号 免税軽油制度の継続を求める請願 全員賛成で採択、意見書として提出する。
※請願書は 12 ページをご覧ください。

【人事案等】

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 項 事業名 金　額 繰越額

報　告

戸籍住民基本台帳費
水道費
商工費

道路橋りょう費

消防費

土木施設災害復旧費

戸籍住民基本台帳費 　 　  185 万円
水道事業会計繰越金　　　 600 万円
物価高騰対策事業　　  　8900 万円
道の駅を核としたローカルビジネス
事業        　　                 646 万円
社会資本整備総合交付金事業
　　　　　　　　　　　 2500 万円
町道改良事業                 4100 万円
道路メンテナンス事業       772 万円
消防施設修繕等に要する経費
                                   1391 万円
災害対策に要する経費  　1375 万円
公共土木施設災害復旧事業
　　　　　　　　 　1 億 0119 万円
その他                          2036 万円

3 億 3816 万円 3 億 2624 万円

【令和7年度一般会計繰越明許費】

令和８年第 2回定例会に提出された主な議案

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第 31号 一般会計
( 第2号 )

若者定住化促進補助金　 300 万円
地籍修正図作成業務委託　　　　　
　　　　　                   713 万円
地域公共交通確保維持改善事業業務
委託 ( のってあべプラス )
　　　　　　　           1873 万円
物価高騰対策事業補助金 750 万円
AI 謎解き第５弾構築業務委託
                                1834 万円
西川小屋根防水改修工事   90 万円
職員研修費　　　　　　　 76 万円
その他                       1732 万円

7368 万円 74 億 6616 万円

議第 32 号 介護保険特別会計
( 第1号 ) 総務費 ( システム改修委託 ) 44 万円 7 億 9066 万円

【令和8年度各会計補正予算】

ここに注目 !
P2参照

ここに注目 !
P2参照

ここに注目 !
P2参照

補正後の予算総額補正後の予算総額7474億億66166616万円万円

▲のってあべの車両

※この事業における寒河江市内の乗降場所は、JR 高松 
　駅付近、JR 寒河江駅、寒河江市立病院付近のエリア 
　内にある指定拠点施設となります。
　（寒河江市内全域ではありません。）

西川町 拠点施設

西川町 拠点施設

寒河江市　拠点施設
のってあべプラス

のってあべ

のってあべ のってあべプラス

西川町➡寒河江市

寒河江市➡西川町
寒河江市　拠点施設寒河江市　拠点施設寒河江市　拠点施設

のってあべプラスの実証事業利用例
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（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第２７号 一般会計
（ 第 １ 号 ）

地域づくり活動補助金　２５０万円
水稲生産体制強化事業費補助金

１０００万円
西川町林道近代化整備事業補助金

１０００万円
道の駅にしかわ改修工事等

　　　　　　　　　２３２８万円
月山湖エリア占用基本構想策定業務
委託・冬季インバウンド観光販売
運営委託など　　　　３２９３万円
夏祭り・花火大会実行委員会負担金
　　　　　　　　　　２０００万円
除雪車購入費　　    ３１９４万円
空き家除去支援事業補助金

　　　　　　　　　　３００万円
高校生等就学支援金   １０００万円
西川小屋内運動場空調設備工事
　設計管理委託　　      ６６１万円
　設置工事　      １億１０００万円
自然と匠館工事請負費   ７５４万円
西川町オータムハーベスト駅伝実行
委員会負担金　　　      １２７万円
その他　　　　   １億２３４１万円

３億９２４８万円 ７３億９２４８万円

議第２８号 病院事業会計
（ 第 １ 号 ） 給湯設備等改修工事 ４６２５万円 ７０４９万円

【令和８年度各会計補正予算】

議案番号 件　名 議案の主な内容

承認第３号 西川町町税条例の一部を改正する条例
の制定についての専決処分の承認

令和 8 年度税制改正に伴う地方税法等の改正によ
り、「住宅借入金特別控除の延長」、「固定資産税
の免税点の引上げ」、軽自動車税環境性能割の廃
止」等所要の改正を行なった。

承認第４号 西川町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定についての専決処分の承認

地方税法施行令等の改正に伴い、「子ども・子育
て支援給付金」新設等所要の改正を行なった。

承認第５号 西川町介護保険条例の一部を改正する
条例の制定についての専決処分の承認

介護保険法施行令の一部改正に伴い、令和８年
度における前年度市町村民税非課税者に係る保険
料の特別減免について所要の改正を行なった。

報告第２号 令和７年度西川町水道事業会計予算繰
越計算書の報告

大井沢地内排水管布設替工事において、道路改良
事業の計画見直しによるため。

報告第３号 令和７年度西川町公共下水道事業会計
予算繰越計算書の報告

公共下水道マンホール蓋更新工事（２工区）にお
いて国の補正予算に伴う追加交付決定のため。

【条例案等】
令和８年第３回臨時会に提出された主な議案

　令和８年第３回臨時会が５月1日に開催されました。４月に執行され
た町議会補欠選挙で当選された議員の議席の指定、自己紹介が行わ
れました。
　議案としては、西川町町税・国民健康保険税・介護保険の各条例の
一部を改正する条例の制定についての専決処分が承認されました。
　令和８年度西川町一般会計補正予算（第１号）、西川町病院事業会
計補正予算（第１号）について審議し、すべて全員賛成で可決しました。
　また、令和７年度西川町水道事業会計と西川町公共下水道事業会計
の予算繰越計算書の報告も行われました。

令和８年
第 ３ 回
臨 時 会

林
道
近
代
化
整
備

伐
期
を
向
か
え
た
山
林
の

有
効
活
用
、
保
全
を
考
え

て
も
林
道
は
重
要
で
す
。
林
道

近
代
化
活
性
事
業
補
助
金
は
、

現
状
の
林
道
拡
幅
・
補
修
の
ほ

か
に
、
新
規
林
道
お
よ
び
延
長

整
備
に
活
用
で
き
ま
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

新
規
林
道
整
備
に
は
、
地

権
者
か
ら
の
同
意
、
ま
た
、
維

持
管
理
が
区
で
実
施
す
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
の
で
慎
重
な
対

応
が
必
要
で
す
。
今
後
、
課
題

解
決
が
可
能
と
な
れ
ば
、
対
応

も
可
能
と
考
え
ま
す
。

除
雪
車
購
入

除
雪
車
購
入
予
算
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
規
・

更
新
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
最

近
ど
の
物
品
も
納
入
時
期
が
長

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

使
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

建
設
水
道
課

歩
道
除
雪
お
よ
び
拡
幅
除

雪
す
る
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

機
で
平
成
27
年
11
月
（
27
年
使

用
）
に
導
入
し
た
車
両
の
更
新

で
す
。
納
入
時
期
は
3
月
末
で

す
。

夏
祭
り
・
花
火
大
会

夏
祭
り
は
町
民
も
関
心
を

持
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い

る
事
業
で
す
。
今
年
の
花
火
打

上
げ
場
所
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

観
光
課

夏
祭
り
事
業
を
可
決
後
、

会
場
と
な
る
区
・
地
権
者
か
ら

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
申
請
許

可
を
考
え
た
場
合
、
期
間
が
短

い
の
で
昨
年
同
様
「
海
味
」

「
間
沢
」
「
沼
山
」
３
ヵ
所
か

ら
の
打
上
げ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

▲

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

林業資源を活用林業資源を活用
補正のポイント補正のポイント

▲林業用10tトラック

空
き
家
除
去
事
業

行
政
代
執
行
に
よ
る
2
軒

の
空
き
家
除
去
の
予
算
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
施
す
る
空
き
家
は
決
定
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
現

状
で
危
険
空
き
家
と
し
て
12
軒

を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
西
川

町
で
は
危
険
空
き
家
と
認
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
国
か
ら
の
資
金

確
保
の
た
め
に
、
２
軒
を
危
険

空
き
家
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

公
表
す
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 問答

ここに注目 !
P5参照

ここに注目 !
P5参照

ここに注目 !
P5・P6参照

ここに注目 !
P5参照



～西川町の夏を代表する花火イベント「～西川町の夏を代表する花火イベント「煌煌
きらめききらめき

」～」～
夜空いっぱいに広がる 5,000 発の光が、夜空いっぱいに広がる 5,000 発の光が、
訪れた人々の笑顔を照らします訪れた人々の笑顔を照らします

笑顔輝く、西川の夏笑顔輝く、西川の夏
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  財政状態の概況
資　本　金　

総　資　産

負　　　債

純資産合計

利益剰余金

  財政状態の概況
資　本　金　

総　資　産

負　　　債

純資産合計

利益剰余金

7500万円
（町持株65%）
2億1761万円

（前期比　＋1556万円）
8284万円

（前期比　 △434万円）
1億3476万円

（前期比   ＋1121万円）
5139万円

2000万円
（町持株50%）

6263万円
（前期比　＋1390万円）

2705万円
（前期比　 ＋982万円）

3558万円
（前期比　 ＋408万円）

1558万円

  経営成績の概況
売　上　高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

  経営成績の概況
売　上　高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

6億7786万円
（前期比　＋7352万円）

1423万円
（前期比　△1163万円）

1491万円
（前期比　△1444万円）

1121万円
（前期比　 △905万円）

１億5712万円
（前期比　＋4026万円）

△297万円
（前期比    ＋198万円）

551万円
（前期比　  ＋165万円）

408万円
（前期比　  ＋124万円）

第
35
期 

西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社

報
告
の
概
要

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
厳
し

い
経
営
環
境
が
継
続
す
る
中
、海

味
温
泉
事
業
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業
等
を
新
た
に
受
託
す

る
な
ど
、地
域
課
題
解
決
に
向
け

た
地
域
商
社
的
な
事
業
に
も
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。新
た
に
４
名（
内
、

町
出
身
２
名
）を
採
用
し
地
域
商

社
事
業
の
強
化
や
育
児
休
業
等
に

対
応
す
る
た
め
、働
き
場
所
の
確
保

に
投
資
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

売
上
は
、品
数
を
増
や
し
た
銘

水
館
部
門
、メ
ニュ
ー
の
リ
ニュー
ア
ル

を
行
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
、サ
ウ

ナ
・
関
連
商
品
が
好
調
な
水
沢
温

泉
部
門
、２
社
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
を
受

注
し
た
月
山
自
然
水
部
門
、地
域

報
告
の
概
要

　

令
和
7
年
産
の
山
形
県
産
米
は
、

作
況
指
数
平
年
並
み
で
、一
等
米

比
率
も
前
年
並
み
を
維
持
し
、
概

算
金
は
15
年
以
降
で
最
高
額
と
な

り
増
額
幅
も
最
大
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
前
年
の
米
不
足
に
伴

う
価
格
高
騰
の
反
動
か
ら
消
費
者

の
米
離
れ
が
発
生
し
、
大
手
の
高

額
集
荷
に
よ
る
精
米
価
格
高
騰
と

も
重
な
り
、
米
穀
卸
が
仕
入
れ
を

控
え
た
た
め
市
中
相
場
は
暴
落
し
、

各
社
赤
字
覚
悟
で
在
庫
を
消
化
す

る
厳
し
い
市
場
環
境
と
な
っ
た
。 

当
社
の
取
扱
数
量
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
大
手
ギ
フ
ト
の
委
託
減
に

よ
り
３
０
２
ｔ
（
前
年
比
63
%
）

課
題
解
決
部
門
が
売
上
増
加
と
な

り
、総
売
り
上
げ
は
６
億
７
７
８
６

万
円
、経
常
利
益
１
４
９
１
万
円
、

総
資
産
２
億
１
７
６
０
万
円
、負
債

は
８
２
８
４
万
円
、純
資
産
は
１
億

３
４
７
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、配
当
を
実
施
し
町
に
資

金
を
還
元
し
ま
し
た
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

銘
水
館
売
店・レ
ス
ト
ラ
ン・水
沢

温
泉
館
共
に
来
客
者
が
増
加
し
て

増
収
増
益
、ま
た
地
域
課
題
解
決

事
業
に
お
い
て
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
て
９
期
連
続
で
の
黒
字
決
算

を
評
価
し
ま
す
。引
き
続
き
地
域

商
社
と
し
て
積
極
果
敢
な
経
営
展

開
を
期
待
し
ま
す
。

と
大
幅
に
減
少
し
た
。
一
方
で
、

販
売
単
価
の
高
騰
や
業
務
用
精
米

の
拡
大
、
西
川
町
ふ
る
さ
と
納
税

の
精
米
増
加
が
寄
与
し
売
上
金
額

は
１
億
５
７
１
２
万
円
（
前
年
比

1
3
4
%
）
と
大
幅
な
増
収
を
達

成
し
た
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

米
価
高
騰
と
消
費
者
の
米
離
れ
、

市
中
相
場
暴
落
と
い
う
逆
風
下
で
、

数
量
減
を
単
価
上
昇
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
伸
長
で
補
い
、
大
幅
増
収

を
達
成
し
た
点
を
評
価
し
ま
す
。

市
場
を
冷
徹
に
分
析
し
つ
つ
、
利

益
を
確
保
し
た
見
事
な
経
営
手
腕

で
す
。

２社とも厳しい経営環境のなか黒字決算
第２回定例会で説明を受けた第３セクター２社の経営状況報告の内容を紹介します。

第
20
期
　株
式
会
社
米
月
山

　花火大会へのひとこと

　去年は見られなくて残念だったから今年の花火は本当に楽し
み！ 1 ヵ所より 3 ヵ所であがるのがいいし、見上げた瞬間に広が
るあの綺麗な景色が私は本当に大好きです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒木 舞美さん（沼山）

　私が子どもの頃、寒河江ダムでの花火大会に家族そろって行くの
が毎年楽しみでした。なくなってしまってとても寂しく思っていた
ので、違う形で西川町の花火大会が開催されることになった時はと
っても嬉しかったです！！今はさらに増えた家族とともに、一族四
世代で観賞しています。ぜひこれからも続いて欲しいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大場 茜さん　莉杏さん（入間）

　花火大会がすごく見たいですが大井沢からは見えず残
念です。車がない人も会場へ行けるよう、大井沢地区から
も送迎バスや乗り合いの移動手段をぜひ運行してほしい
です。　　　　　斎藤 久美子さん　小山 裕子さん（大井沢）

　間沢地区が会場なので、地区のみなさんは楽しみにしています。
消防団員のみなさんは、準備から撤収まで長時間にわたる警戒業務
で大変なご苦労かと思います。改善の余地はないのでしょうか。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古沢 勝廣さん（間沢）

　私たちにとって夏の大きな楽しみです。とても盛り上が
りわくわくできるイベントです。夏の良い思い出になるの
で、ぜひこれからも継続して開催してほしいです。　　　
　　　　　　　　　　奥山 乃愛さん　奥山 愛心さん（海味）

　活気ある西川町を町外の方々にアピールできる企画でとても良
いと思います。私自身も、今から心わくわく楽しみにしております。
継続開催をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤 清子さん（沼山）
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７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

町
有
林
貸
付
料

町
有
林
貸
付
料
の
半

減
の
財
源
と
、
実
施

の
時
期
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

財
源
は
ふ
る
さ
と
納

税
と
各
種
基
金
よ
り

充
当
し
ま
す
。
時
期
に
つ

い
て
は
、
今
年
の
秋
に
開

催
予
定
の
町
有
林
運
営
委

員
会
に
て
同
意
を
も
ら
い
、

議
会
に
よ
る
貸
付
料
減
額

の
補
正
予
算
案
の
審
議
・

採
決
を
も
っ
て
、
年
度
内

に
減
額
補
正
を
決
定
す
べ

く
進
め
て
い
き
ま
す
。

林
道
整
備
補
助
金

林
道
近
代
化
整
備
事

業
補
助
金
は
、
町
有

林
に
か
か
る
林
道
に
限
定

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
複
数
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
の
優
先
順
位

は
あ
り
ま
す
か
。

町
有
林
だ
け
で
な
く
、

共
有
林
・
個
人
所
有

の
山
林
に
か
か
る
林
道
も

該
当
し
ま
す
。
複
数
の
申

校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

小
学
校
内
に
設
置
の

校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
と
、
こ
れ
ま
で

の
不
登
校
対
策
と
の
違
い

は
何
で
す
か
。

従
来
は
不
登
校
に
な

っ
て
か
ら
学
校
復
帰

等
に
注
力
す
る
対
応
で
し

た
が
、
未
然
防
止
を
重
視

し
、
Ｓ
０
Ｓ
を
出
せ
る
場

の
創
出
や
、
つ
な
が
り
作

り
を
大
切
に
し
、
違
和
感

に
気
付
い
た
ら
チ
ー
ム
で

対
応
し
ま
す
。

本
人
の
希
望
を
尊
重

し
た
、
多
様
な
教
育

機
会
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
対
応

す
る
の
で
す
か
。

学
校
拠
点
の
取
組
み

は
、
校
内
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
授
業
の
実

施
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
拠
点
の
取
組
み
は
、

本
人
の
希
望
に
応
じ
た
授

業
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
信
や
、

Ａ
Ｉ
活
用
型
学
習
支
援
ア

プ
リ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申

請
時
期
、
伐
採
計
画
の
面

積
と
内
容
等
を
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

簡
易
測
量
機

森
林
管
理
に
導
入
さ

れ
た
簡
易
測
量
機
の

操
作
講
習
会
は
行
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し

ま
す
か
。

簡
易
測
量
機
の
講
習

会
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

利
用
を
希
望
し
た
地
区

に
個
別
に
基
本
的
な
操
作

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
区
か
ら
と
ら

れ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は

集
約
・
分
析
し
て
、
重
要

な
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

ス
キ
ー
場
の
営
業

当
初
予
算
に
索
道
運

営
補
助
金
１
４
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
ス
キ
ー
場
の
営

業
が
確
約
さ
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
運
営
会
社
と
の

話
し
合
い
は
ど
う
な
り
ま

し
た
か
。

１
８
０
０
万
円
の
支

援
が
あ
れ
ば
今
年
度

の
運
営
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
こ
の
金
額
を
維
持
し
、

中
期
管
理
計
画（
施
設
の

修
繕
等
）の
履
行
を
前
提

と
す
れ
ば
、３
年
間
の
営
業

は
約
束
す
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
申
し
入
れ

書
の
内
容
や
修
繕
計
画
を

精
査
し
た
上
で
、
町
の
方

針
を
９
月
ご
ろ
ま
で
回
答

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

黒
く ろ だ

田 啓
ひらく

 議員

佐
さ と う

藤 大
だい

 議員

町有林・町営造林の管理
　　　　　 今後の町の方針は

新たな不登校児童生徒支援策
　　　校内支援センター設置へ

質問事項（発言順）

一般質問
黒田　啓　議員……………………………………P ９

１　西川町の町営造林管理の今後の方針について

佐藤　大　議員……………………………………P ９

１　不登校児童生徒の支援について

２　町民スキー場の営業について

佐藤　仁　議員……………………………………P10

１　第７次西川町総合計画の現状について

荒木　俊夫　議員…………………………………P10

１　町有林の利活用対策について

奥山　友幸　議員…………………………………P11

１　高齢化が進む大井沢の課題解決と活性化について

佐藤　耕二　議員…………………………………P11

１　テレビ共聴組合の現状と課題について

佐藤　光康　議員…………………………………P12

１　町の障がい者について

２　町の生涯学習について

７
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
２
回
定
例
会
で

は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

※�第２回定例会の傍聴者は延べ18人、議会中継をご覧いただいた皆さん、あ
りがとうございました！

▲

簡
易
測
量
機
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７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

組
合
へ
の
支
援

大
井
沢
地
区
内
で
、

光
増
幅
器
の
更
新
、

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組

合
の
負
担
増
加
（
１
０
０

万
円
／
年
会
費
倍
増
）
と

東
北
電
力
柱
の
建
て
替
え

に
よ
る
負
担
増
加
（
４
０

０
万
円
）
や
、
東
北
電
力

柱
の
建
て
替
え
に
伴
う
ケ

ー
ブ
ル
移
設
工
事
へ
の
財

政
支
援
は
可
能
で
す
か
。

支
援
は
現
時
点
に
お

い
て
、
国
も
町
も
あ

り
ま
せ
ん
。

山
間
部
の
電
波
障
害

や
耐
用
年
数
７０
年
を

迎
え
る
電
柱
の
老
朽
化
は
、

大
井
沢
地
区
に
限
ら
ず
西

川
町
全
体
の
問
題
で
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
住
民
負

担
増
を
踏
ま
え
、
町
と
し

て
組
合
等
へ
の
新
た
な
支

援
策
を
創
設
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

他
事
業
の
都
合
で
共

聴
施
設
の
移
設
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
場
合
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
設
け
、

医
療
Ｍ
aa
S
の
導
入

医
療
M
ａ
ａ
Ｓ（
医
療

診
療
車
）
導
入
の
内

容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
に
車

両
が
納
車
さ
れ
、
搭

載
す
る
医
療
機
器
の
整
備

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
内
は
診
察
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
病
院

に
通
院
す
る
事
が
む
ず
か

し
い
方
に
看
護
師
が
自
宅

に
向
か
い
、
車
両
又
は
自

宅
か
ら
病
院
に
い
る
医
師

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
診
察
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

現
状
を
お
聞
き
し
ま

す
。

４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
対
象
と
な
り

え
る
方
へ
の
医
師
に
よ
る

声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
職
員
に
よ
る

医
療
Mａａ
Ｓ
運
用
チ
ー
ム

を
設
置
し
実
装
に
向
け
て

進
め
て
い
ま
す
。

町
有
林
の
伐
採
事
業

令
和
7
年
度
に
実
施

し
た
町
有
林
の
伐
採

事
業
の
結
果
は
ど
う
で
し

た
か
。分

収
契
約
の
満
期
に

よ
り
睦
合
地
区
の
町

有
林
の
皆
伐
、
新
植
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

伐
採
の
箇
所
は
、
林
道

に
近
く
土
場
も
あ
り
10
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
も
出
入
り
で
き
、

作
業
に
は
好
条
件
の
場
所

で
、
西
村
山
地
方
森
林
組

合
が
請
け
負
い
ま
し
た
。

収
支
状
況
は
ど
う
で

し
た
か
。

収
入
は
7
6
4
万
7

千
円
（
内
訳
は
木
材

売
上
5
0
6
万
2
千
円
、

補
助
金
2
5
8
万
5
千

円
）
、
経
費
は
9
6
1
万

3
千
円
（
伐
採
、
新
植
を

含
む
）
で
1
9
6
万
6
千

円
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。

組
合
の
現
状

町
内
に
は
自
主
共
聴

組
合
9
組
合
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
共
聴
組
合
１０
組
合
が
あ

り
、
世
帯
数
は
1
0
3
6

世
帯
で
、
全
世
帯
数
の
58

％
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

施
設
の
維
持
は
自
主

的
に
運
営
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
積
極
的
に
現

状
を
把
握
す
る
立
場
に
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
要

望
・
相
談
が
あ
れ
ば
個
別

に
対
応
し
ま
す
。

施
設
の
対
応
年
数

施
設
の
老
朽
化
に
よ

り
対
応
年
数
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。
今
問
題
に
な

っ
て
い
な
い
組
合
で
も

近
々
に
大
き
な
問
題
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
施
策
を
ど

う
考
え
ま
す
か
。

個
人
の
ア
ン
テ
ナ
は

個
人
負
担
で
す
。
テ

レ
ビ
共
聴
組
合
も
基
本
的

新
た
な
支
援
制
度
を
令
和

９
年
度
予
算
で
創
設
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
域
商
社

全
国
的
に
地
域
商
社

に
よ
る
地
域
活
性
化

が
進
む
中
、
西
川
町
で
も

関
連
組
織
の
立
ち
上
げ
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
町
と

し
て
こ
れ
ら
地
域
商
社
に

寄
せ
る
期
待
と
、（
株
）大

井
沢
Ⅰイ

ズ

ム

・
Ｓ
・
M
を
は
じ
め

と
す
る
各
組
織
へ
の
今
後

の
具
体
的
な
支
援
方
針
を

伺
い
ま
す
。

地
域
商
社
を
巻
き
込

ん
だ
官
民
連
携
で
、

西
川
町
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。人
材
育
成
や
ノ
ウ

ハ
ウ
蓄
積
を
進
め
、個
々
の

取
り
組
み
を「
面
」へ
と
広

げ
る
連
携
を
強
化
、双
方

の
強
み
を
活
か
し
、適
切
な

距
離
感
で
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
商
社
の
み
な
さ
ま

に
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
の
予
定
を
お
聞

き
し
ま
す
。

７
月
中
に
は
一
日
当

た
り
一
人
か
ら
始
め
、

状
況
を
見
な
が
ら
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

患
者
さ
ん
及
び
地
域

の
範
囲
を
お
聞
き
し

ま
す
。患

者
さ
ん
は
基
本
的

に
は
西
川
町
立
病
院

に
通
院
さ
れ
て
い
る
方
で

あ
り
、
地
域
に
関
し
て
は

全
地
域
が
対
象
と
考
え
て

い
ま
す
。

伐
採
経
費
削
減
対
策

町
有
林
の
伐
採
事
業

を
実
施
し
た
結
果
に

基
づ
き
、
今
後
の
伐
採
経

費
削
減
対
策
は
ど
う
し
ま

す
か
。新

た
に
林
道
拡
幅
事

業
を
追
加
し
て
対
応

し
ま
す
。

　

既
存
の
林
道
等
維
持
管

理
交
付
金
、
林
道
等
管
理

補
助
金
、
林
道
整
備
補
助

金
は
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

町
有
林
貸
付
料

　

各
地
区
へ
の
町
有
林
の

貸
付
料
に
つ
い
て
通
告
し

ま
し
た
が
、
黒
田
議
員
へ

の
回
答
で
、
町
有
林
運
営

委
員
会
に
諮
り
、
今
年
度

中
に
貸
付
料
を
半
額
に
し

た
い
と
回
答
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

に
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
負
担

を
し
て
維
持
し
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

国
の
補
助

施
設
の
改
修
に
か
か

る
国
の
補
助
は
現
在

あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
務
省

に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
が
広
域
的
に
連
携
し
て

要
望
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
町
は
ど
う
考

え
ま
す
か
。

西
村
山
地
域
の
重
点

要
望
事
項
と
し
て
、

テ
レ
ビ
共
聴
施
設
の
維
持

更
新
に
関
す
る
助
成
制
度

の
創
設
を
国
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

問 問

問問

問 問

問問

問 問問

問問

答 答答

答答

答

答答

答 答答

答答

奥
おくやま

山 友
ともゆき

幸 議員 佐
さ と う

藤 仁
ひとし

 議員

荒
あ ら き

木 俊
と し お

夫 議員佐
さ と う

藤 耕
こ う じ

二 議員

大井沢の課題解決・
　　　　　　地域商社支援は

第7次西川町総合計画での
　　　「医療M

マース
aaSの導入」は

町有林の利活用対策はテレビ共聴組合の現状と課題は
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７
人
の
一
般
質
問

高
齢
者
除
雪
支
援

町
の
高
齢
者
除
雪
支

援
は
、
現
在
、
重
度

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
程

度
の
障
が
い
で
あ
っ
て
も

自
力
で
除
雪
が
困
難
な
ケ

ー
ス
が
あ
る
場
合
、
実
態

に
応
じ
て
対
象
枠
を
広
げ

る
仕
組
み
を
設
け
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

補
助
金
交
付
要
綱
の

第
２
条
の
対
象
者
に

「
特
に
町
長
が
必
要
と
認

め
る
世
帯
」
が
あ
り
、
現

在
で
も
活
用
で
き
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル

「
い
き
い
き
サ
ー
ク

ル
」
の
会
場
使
用
料

に
つ
い
て
、
参
加
者
の
負

担
割
合
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

経
済
的
負
担
が
参
加
の
障

壁
に
な
ら
な
い
よ
う
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮

を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

受
益
者
負
担
の
基
本

に
そ
っ
て
半
額
程
度

の
補
助
割
合
と
し
て
い
ま

す
。

　

会
場
使
用
代
、
材
料
代
、

講
師
謝
礼
代
な
ど
に
あ
て

ら
れ
る
よ
う
１
サ
ー
ク
ル

あ
た
り
２
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
文
化
学
習
会

今
年
度
の
本
町
の
歴

史
文
化
学
習
会
の
受

講
費
は
１
回
２
０
０
０
円

で
す
。

　

一
方
、
大
江
町
歴
史
研

究
会
の
学
習
会
は
２
０
０

円
、
河
北
町
の
ひ
な
カ
レ

ッ
ジ
は
５
０
０
円
で
す
。

な
ぜ
本
町
が
こ
れ
ほ
ど
高

額
な
設
定
な
の
で
し
ょ
う

か
。

西
川
町
歴
史
文
化
学

習
会
実
行
委
員
会
は

町
民
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ

れ
て
い
る
任
意
の
団
体
で

す
。

　

実
行
委
員
会
が
自
ら
企

画
し
て
、
そ
の
会
を
い
か

に
持
続
可
能
に
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
会

と
し
て
自
ら
が
ご
判
断
さ

れ
た
も
の
で
す
。

問問

問

答 答

答

佐
さ と う

藤 光
みつやす

康 議員

除雪困難な障がい者世帯の支援は
生涯学習の町の支援は

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
の
要
旨

発
議

提
出
者
　
佐
藤
　
　
仁

賛
成
者
　
佐
藤
　
　
大

飯
野
　
幹
夫

奥
山
　
友
幸

　
免
税
軽
油
制
度
は
、
令
和
3
年
度
地
方
税
法
改
正
附
則
（
軽
油
引
取
税

の
課
税
免
除
の
特
例
）
に
よ
っ
て
、「
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で
は
、
課
税

し
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
継
続
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
観
光
産
業
の
重
要
な
柱
で
あ
る
ス
キ
ー
場
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
た
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
（
以
下
「
免
税
軽
油

制
度
」
と
い
う
。）
が
、
令
和
9
年
3
月
末
日
で
廃
止
さ
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
免
税
軽
油
制
度
は
、
元
来
、
道
路
を
走
ら
な
い
機
械
に
使
う
軽
油

に
つ
い
て
、
軽
油
引
取
税
（
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
32
円
10
銭
）
を
免
税
す

る
制
度
で
、
船
舶
、
鉄
道
、
農
業
・
林
業
、
製
造
業
な
ど
、
幅
広
い
事
業

の
動
力
源
の
用
途
に
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
令
和
8
年
4

月
か
ら
、
暫
定
税
率
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
本
則
課
税
（
1
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
15
円
）
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

ス
キ
ー
場
産
業
で
は
、

索
道
事
業
者
が
使
う
ゲ
レ
ン
デ
整
備
車
、
降
雪
機
等
に
使
う
軽
油
が
免
税

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
な
く
な
れ
ば
索
道
事
業
者
は
大
き
な
負
担

増
を
強
い
ら
れ
、
ス
キ
ー
場
の
経
営
維
持
が
困
難
と
な
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
に
も
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
以
上
の

趣
旨
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
て

頂
く
こ
と
を
請
願
い 

た
し
ま
す
。

請
願
の
項
目

議会活性化特別委員会の設置

目　的

経　過

特別委員会委員

・委員長　佐藤　耕二　　・副委員長　大泉　奈美
・委　員　佐藤　光康　　・委　員　佐藤　　仁　　・委　員　荒木　俊夫
・委　員　飯野　幹夫　　・委　員　佐藤　　大　　・委　員　黒田　　啓
・委　員　奥山　友幸

　西川町議会には、根本理念となります、西川町議会基本条例（平成25年制定）、西
川町議会委員会条例（平成27年改正）、西川町議会委員会条例（平成29年改正）、西
川町議会運用例（平成14年施行、令和2年一部改正）、西川町議会傍聴規則（平成25
年改正）等があります。
　現在、これらの規則に基づいて議会運営を行っています。しかしながら、最近の携帯
電話やデジタル機器のめざましい発展により、現実にそぐわない事項が多くみられます。
議会では、これらの事を踏まえて令和6年に議会活性化懇談会を立上げ、規則の見直し
等について検討しました。しかし、令和7年に菅野大志町長のハラスメント疑惑の事案
が生じ、活性化懇談会は休止状態になりました。
　今年度、新たに議会活性化特別委員会を設置しました。
　今後の経過については、議会だよりに掲載していく予定です。

７ 月 ７　日　第 4 回委員会　調査・協議
 ７ 月 21日　第 5 回委員会　調査・協議

　議会基本条例では議会の役割と権限がルール化されている一方で、住民からは議会活
動に対して、厳しい目が向けられています。そのような中で自らが議会の活性化や議会
改革を行うことは非常に重要な事だと思います。議会の新たなあり方や運営のルールな
どを、条例の形で住民に示し、議会、議員活動の指針にしていきます。また、同時に議
員定数や議員報酬の見直し、全国的にも問題となっている議員のなり手不足、議員の個
人研修などを検証していきます。
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こ
の
度
の
町
議
会
補

欠
選
挙
に
て
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

奥
山
友
幸
で
す
。
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

選
挙
戦
で
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
「
こ
の

町
を
良
く
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
切
実
な
想

い
を
、
い
ま
強
く
胸
に

刻
ん
で
い
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く

現
場
へ
足
を
運
び
、
皆

さ
ま
の
「
生
の
声
を
ま

っ
す
ぐ
町
政
へ
」
届
け

て
ま
い
り
ま
す
。
笑
顔

あ
ふ
れ
る
町
の
未
来
創

り
に
全
力
で
挑
み
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

　

こ
の
た
び
、７
月
１
日
付
で
副
町
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。西
川
町
の
未
来

を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
築
い
て
い
く
重
責
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

　

こ
れ
ま
で
主
に
、観
光
・
商
工
、法
令
・
広
報
・
財
政
・
税
務
等
の
分
野
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。と
り
わ
け
観
光
面
で
は
、朝
日
連
峰
や
月
山
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
、そ
し
て
温
か
な
人
柄
と
人
と
の
つ
な
が
り
意
識
に
あ
ふ
れ
た
営

み
に
触
れ
な
が
ら
、町
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
で
、経
験

の
浅
い
分
野
も
あ
り
ま
す
の
で
、各
課
長
や
職
員
と
の
連
動
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
な
が
ら
、着
実
に
、全
方
位
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

私
自
身
、
お
話
に
耳
を
傾
け
、
課
題
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
人
に
は
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
柔
ら
か
な
応
対

姿
勢
を
忘
れ
ず
、
皆
様
と
の
会
話
を
重
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

今
後
は
、こ
の
対
話
す
る
機
会
創
出
か
ら
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
を
重
要
視
し
、人
口
維
持
施
策
の
流
れ
を
切
ら
さ
ぬ
よ
う
事
務
事
業
を
展
開

し
、さ
ら
に
、国
の
交
付
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
財
源
確
保
に
よ
る
健
全

財
政
を
意
識
し
、農
林
・
商
工
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
発
信
、裾
野
の
広
い
観
光

の
推
進
に
よ
り
産
業
の
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、医
療
や
防
災
体
制
の
堅
持
な

ど
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　

西
川
町
は
「
雪
と
緑
と
太
陽
の
ま
ち
」で
す
。
か
く
れ
積
雪
日
本
一
の
恵
み

を
力
に
、
深
山
の
恵
み
の
よ
う
に
懐
深
く
、
そ
し
て
未
来
に
、
輝
か
し
い
明
る

い
希
望
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
様
の
お
力
も
ぜ
ひ
お
貸
し

く
だ
さ
い
。

　

時
間
を
み
つ
け
、
町
内
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
ウ
ナ
と
い
っ
た
健
康
づ
く
り
を

楽
し
み
つ
つ
、
現
場
の
感
覚
も
大
切
に
捉
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お

見
か
け
の
際
は
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

　

町
長
と
二
人
三
脚
で
、
全
力
で
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
人
議
員
の
挨
拶

議
会
全
員
協
議
会

■
４
月
22
日　

西
川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
伴
う

　
　
　
　
　
　

議
席
の
指
定
ほ
か

■
４
月
27
日　

西
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1

　
　
　
　
　
　

号
）
ほ
か

■
６
月
８
日　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
４
月
24
日　

令
和
８
年
第
３
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
26
日　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
６
月
11
日　

行
政
評
価
項
目
検
討
な
ど

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
６
月
11
日　

行
政
評
価
項
目
検
討
な
ど

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
６
月
11
日　

議
会
だ
よ
り
第
１
３
７
号
の
編
集
会
議

■
６
月
16
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
６
月
19
日　

第
１
回
校
正

■
６
月
24
日　

第
2
回
校
正

■
６
月
30
日　

第
3
回
校
正

■
７
月
６
日　

第
4
回
校
正
、校
了

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

■
６
月
8
日　

正
副
委
員
長
互
選

■
６
月
10
日　

委
員
会
体
制
、調
査
事
項
検
討

■
７
月
７
日　

調
査
事
項
検
討

議議
会会
のの
動動
きき

そ
の
他

そ
の
他

委
員
長　

荒
木　

俊
夫

副
委
員
長　

大
泉　

奈
美

委　

員　

佐
藤　

耕
二

委　

員　

佐
藤　

光
康

委　

員　

黒
田　
　

啓

委
員
長　

佐
藤　
　

仁

副
委
員
長　

佐
藤　
　

大

委　

員　

菅
野
邦
比
克

委　

員　

飯
野　

幹
夫

委　

員　

奥
山　

友
幸

委
員
長　

飯
野　

幹
夫

副
委
員
長　

大
泉　

奈
美

委　

員　

佐
藤　
　

大

委　

員　

黒
田　
　

啓

委　

員　

奥
山　

友
幸

　

総
務
課
、
企
画
財
政

課
、
つ
な
ぐ
課
、
町
民

税
務
課
、
会
計
室
、
健

康
福
祉
課
、
町
立
病
院

及
び
ま
な
ぶ
課
等
に
関

す
る
事
務
事
業
を
所
管

し
ま
す
。

　

み
ど
り
共
創
課
、
か

せ
ぐ
課
、
観
光
課
、
建

設
水
道
課
、
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
事
務
事

業
を
所
管
し
ま
す
。

　

議
会
の
活
動
を
町
民

の
皆
さ
ん
へ
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
ご
質
問
や

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き

し
、
お
答
え
す
る
仕
事

を
担
当
し
ま
す
。

　

議
会
を
円
滑
に
運
営

す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

・
議
会
の
運
営
に
関
す

　

る
事
項

・
議
会
の
会
議
規
則
、

　

委
員
会
条
例
等
に
関

　

す
る
事
項

・
議
長
の
諮
問
に
関
す

　

る
事
項

総
務
厚
生

総
務
厚
生

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

産
業
建
設

産
業
建
設

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

広
報
公
聴

広
報
公
聴

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

議
会
運
営

議
会
運
営

　
　
　
委
員
会

　
　
　
委
員
会

西
村
山
広
域
行
政

　
　

事
務
組
合
議
会
議
員

菅
野
邦
比
克　

大
泉　

奈
美

佐
藤　
　

大

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

西
川
町
林
業
活
性
化
議
員
連
盟

　
　

会　

長　

菅
野
邦
比
克

　
　

副
会
長　

佐
藤　

耕
二

　
　

幹
事
長　

佐
藤　
　

仁

　
　

幹　

事　

大
泉　

奈
美

　
　

幹　

事　

佐
藤　

光
康

　
　

幹　

事　

飯
野　

幹
夫

　
　

幹　

事　

佐
藤　
　

大

　
　

幹　

事　

荒
木　

俊
夫

　
　

幹　

事　

黒
田　
　

啓

　
　

幹　

事　

奥
山　

友
幸

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

西
川
町
道
路
整
備
促
進
協
議
会

　
　
　
　
（
議
会
選
出
委
員
）

菅
野
邦
比
克　
佐
藤　

耕
二

佐
藤　
　

仁　

荒
木　

俊
夫

※
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

西
川
町
町
有
林
運
営
委
員
会
委
員

　

  　
継
続
（
議
会
選
出
委
員
）

菅
野
邦
比
克　
佐
藤　
　

仁

大
泉　

奈
美　

飯
野　

幹
夫

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

委
員
長　

佐
藤　

光
康

副
委
員
長　

荒
木　

俊
夫

委　

員　

佐
藤　
　

仁

委　

員　

飯
野　

幹
夫

常任委員会常任委員会のの体制紹介体制紹介
　

新
し
い
議
員
を

迎
え
、各
委
員
会

委
員
を
改
め
て
紹

介
し
ま
す
。

副
町
長
就
任
の
ご
挨
拶

西
川
町
副
町
長
　
柴
田
知
弘

議会傍聴のご案内
議場で行う本会議は、
インターネットで中継
しているほか、過去の
映像を視聴することも
できます。ぜひご覧く
ださい。

次回定例会は
9月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（9月4日からの予定）

議会や議会だよりにつ
いて「知りたい！、聞
きたい！」という場合
は、お気軽にお問い合
わせください。

メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp



突撃インタビュー突撃インタビュー突撃インタビュー突撃インタビュー

西川町議会だより 第137号　16

１
コ
マ

１
コ
マ

　高齢化が進む中、沼山・田代
地区の農地が耕作放棄地となら
ないように、稲作と蕎麦栽培を
しています。農業の大切さを、
後世に伝えたいと思います。　
町議会へ
　西川町の土地を利用した農政
発展を考えていただく議員に期
待いたします。

　玉菊苗を間沢地区の有志の方
へお配りしました。
　秋まで育てていただき、西川
菊まつりに出品していただいて
おります。
町議会へ
　菊まつりに関しての補正予算
を承認していただきありがとう
ございます。西川菊まつりに向
けて準備を進めてまいります。

　西川町銘水館で弁当や仕出し
を担当しています。皆さん優し
く働きやすい素晴らしい職場で
す。
町議会へ
　議会の力で、私たちの西川町
を今よりもっと明るく元気にし
てください！応援しております。

　海味公民館では、子どもから
大人まで区民誰でも参加できる
事業を企画運営しています。6月のふれあいウオーキン
グでは月山筍のたけの子汁を参加者全員で美味しくい
ただきました。これからも、皆さんが笑顔で参加できる、
世代を超えた交流の場づくりに取り組んでいきます。
町議会へ
　日頃より海味公民館へご協力有難うございます。
事業へ参加いただいた際には、ご意見宜しくお願い致
します。

　毎年、町内外多くの人が参加する「スカイランタ
ン飛ばし＆ホタル観賞会」願いが込められたスカイ
ランタンの幻想的なひかりと、蛍の優しい明かりが
入間地区を彩ります。みんなの願いがかなうことを
願いながら、特別なひと時を楽しめるイベントです。
町議会へ
　沢山の町民や子供たちが希望を持ち、願いがかな
えられるような町づくりをよろしくお願いします。

　
渋谷信太郎さん　(海味)

大泉晃子さん　(入間)
　　真奈さん
　　真帆さん
　　颯真くん

工藤俊之さん
(沼山)

奥山敏行さん
(間沢)

荒木久陽さん
(沼山)

発
行

／
山

形
県

西
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山
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会
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／
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大
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海
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刷
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寒
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江
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令
和

８
年

７月
１５日

発
行

137号

表
紙
か
ら

編
　後
　集
　記

《
発
行
責
任
者
》

　

議　

長　
　

菅
野
邦
比
克

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

飯
野　

幹
夫

　

副
委
員
長　

大
泉　

奈
美

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

大

　

委　

員　
　

黒
田　
　

啓

　

委　

員　
　

奧
山　

友
幸

　

に
し
か
わ
夏
祭
り
ま
で
、
あ
と

10
日
で
す
。
夕
暮
れ
と
と
も
に
灯

る
提
灯
の
明
か
り
、
に
ぎ
や
か
に

響
く
太
鼓
の
音
、
漂
う
屋
台
の
香

り
。

　

五
感
を
刺
激
す
る
夏
の
風
景
の

な
か
、
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

花
火
の
煌
き
は
、
多
く
の
人
の
心

を
明
る
く
照
ら
し
、
地
域
に
笑
顔

と
活
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

西
川
町
議
会
は
新
た
に
奥
山
議

員
を
迎
え
、
10
人
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
花
火
が
夜
空
に
広
が
る
煌

き
の
よ
う
に
、
町
の
未
来
も
明
る

く
輝
く
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
願
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
議
会
と
し
て
地
域
の
声
に
耳
を

傾
け
、
よ
り
良
い
西
川
町
づ
く
り

に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 　
　
　
　

  　
　
　
（
黒
田　

啓
）

　

令
和
8
年
6
月
12
日
、に

し
か
わ
保
育
園
年
長
そ
ら
組

が
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
春

の
散
策
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
!

  

色
ん
な
葉
っ
ぱ
や
虫
を
見

つ
け
た
り
、
木
登
り
や
残
雪

に
も
触
れ
て
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
《
す
ー
ぱ
ー
か
ら

ふ
る
♪
》
元
気
い
っ
ぱ
い
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す

☆


